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分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 百貨店（販売促進担
当）

・クリスマス、初商と大きなモチベーションに関しては非常
に好調である。そのため、春物も着実に大きな動きとなる。

コンビニ（経営者） ・商品の荷動きが３か月前より活発になっており、上向き傾
向にある。

やや良くなる 一般小売店［家電］
（経理担当）

・３月でエコポイントが終わるので駆け込み需要がある。ア
ンテナ工事がまだという人も多いようである。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・今月はまあまあの状態だったので、この状態が続いていけ
ば２～３か月後は少し良くなっていく。

一般小売店［茶］（営
業担当）

・最近テレビで深蒸し茶が健康に非常に良いと取り上げられ
て、お茶屋にとっては追い風が吹いている。その後、他の番
組でも深蒸し茶の特集が報道され、客の関心も高く、声を聞
く。この不景気に少しでも歯止めを掛けられる状況になって
欲しい。

百貨店（営業担当） ・特定のカテゴリーではなく、全体的に業績は回復傾向にあ
る。２、３か月後は卒業式、入学式、就職、転勤等のイベン
トが集中する時期でもあり、少しずつではあるが堅調に回復
に向かっていく。

百貨店（販売管理担
当）

・来客数が前年６月以来、継続して前年を上回っており、現
在は気温の低下が後押ししているものの、日常使用する実用
品中心ではあるが、客の消費意欲が少しずつ回復しているよ
うに感じるため、先行きはやや良くなる。

コンビニ（商品開発担
当）

・少しずつではあるが、見込んだ予算に結果が近付いてきて
いるので、先行きはやや良くなる。

家電量販店（経営者） ・エコポイント終了の３月末に向けて対象商品を中心に売上
の盛り上がりが見込まれる。ただし、その後４月以降の反動
減も予想される。

家電量販店（統括） ・３月のエコポイント駆け込み特需が期待できる。
その他小売［ゲーム］
（開発戦略担当）

・新ハードの発売を２～３月に控えているので、盛り上がっ
てくる。

高級レストラン（副店
長）

・宴会予約の推移から判断すると、先行きはやや良くなる。

一般レストラン（経営
者）

・２～３か月先の３～４月は人の動きも活発になるので、今
よりは２割くらい景気が良くなる。

旅行代理店（経営者） ・団塊の世代が続々と定年退職等になってきており、預貯金
をするよりは残された時間を有意義に夫婦で過ごしたいと
か、グループで旅行して良い景色を見たり、おいしいものを
食べたりしたいという、今まで抑えていた願望を一気に行っ
てみようかという気持ちになってきている。テレビやメディ
アの影響もあると思うが、このまま良い方向に向かってくれ
れば上向きになると期待している。

旅行代理店（従業員） ・企業のインセンティブ活動や学生旅行が増えてきており、
特にヨーロッパ方面の旅行が前年比170％で伸びている。

タクシー運転手 ・今年は政府の方針で訪日観光振興の推進に力を入れるよう
な報道もあるので、景気はやや良くなる。タクシー業界も期
待は大きい。

通信会社（企画担当） ・７月のテレビ完全デジタル化に向け、最終的な駆け込み需
要があり、この先も好調である。

通信会社（局長） ・タブロイド端末の販売増加に伴いケーブルテレビとの融合
の可能性が高くなり、有線と無線の融合による付帯サービス
の加入増加が期待できる。

通信会社（営業担当） ・７月のアナログ停波までは、デジタル化への設備改修の依
頼や問い合わせが増加し、それに伴いサービス加入も増加し
ていく。

ゴルフ練習場（従業
員）

・今後春先に向けて来客数は伸びていくので、その分販売量
も増えていく。併設するレストランも、微増だが売上が増え
ているので、全体的な景気はやや良くなる。

ゴルフ場（支配人） ・今月は来場数が減少しているが、向こう３か月先の来場予
約が平年並みに埋まっているため、３か月後は平年並みに戻
る。

パチンコ店（経営者） ・２～３か月先は時期的にも良い機械、リニューアルされた
台が出ることや、春先になるといろいろな面で客の気分も高
揚してくるので、今あまり良くない数字が今後上がってくる
のではと期待している。

その他レジャー施設
［アミューズメント］
（店長）

・ここ１～２か月客数が増加している状況に加え、それに
伴って客単価が上昇していることから、今後もやや良くな
る。

住宅販売会社（従業
員）

・住宅、不動産業者が決算時期を迎え、大幅な値引きが期待
できるために販売量は増大する。周辺エリアでの供給増も販
売量の増大につながるため、景気はやや良くなる。
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住宅販売会社（従業
員）

・在庫も少しずつ増えてきており、春は不動産が動く時期な
ので、販売的に今月よりは良くなる。

変わらない 商店街（代表者） ・劇的な変化は期待できない。
商店街（代表者） ・ここ数か月、平行に近い形だが、ゆっくりと右肩上がりに

なっている。この傾向は今後も続く。
一般小売店［家電］
（経理担当）

・エコポイントが半分になったことにより、商品が全然売れ
なくなった。エコポイントは３月まであるが、あまり期待で
きない。

一般小売店［印章］
（経営者）

・もう日本全体が成熟しすぎてしまったというか、ほとんど
身の回りに必要とするものが少なくなっているのか、もしく
は将来的に不安があるために買物を控えているのか、という
ようにしか考えられない。非常に厳しい低迷した時代が続い
ている。

一般小売店［衣料・雑
貨］（経営者）

・年明けも依然として買い控えや節約志向が続いており、低
価格、値ごろ商品にシフトしているので、景気は今後も変わ
らない。

一般小売店［靴・履
物］（店長）

・客の可処分所得が全然上がらず、上がる見込みもない状況
で、消費税が増税という話もあり、絶対良くはならない。心
配である。

百貨店（総務担当） ・ここ数か月の売上の推移を見ると、近隣店も含め、前年の
売上を上回ったり下回ったりという状況が続いているので、
先行きも変わらない。

百貨店（総務担当） ・それほど飛躍的に良くなる要素はなく、今後についても客
単価等に注視する必要がある。

百貨店（広報担当） ・政権が不安定で、このままでは将来に対する不安で多くの
人が財布のひもを引き締める一方である。また、雇用も各社
現状の人員でオペレーションできる体制に取り組んでおり、
景気の状況で一気に雇用状況が改善するとは考えられない。

百貨店（営業担当） ・百貨店の主軸である婦人服は前年割れ予測をしている。世
界の工場である中国の物価上昇（工賃、素材の値上げ）によ
るプライスラインの上昇は確実に今後ダメージがあり、ま
た、原油やその他の投機的値上げにより洋服に関心が向かな
いとも予測している。

百貨店（販売促進担
当）

・気候に対してのニーズは、セールと差が付かない価格対応
商材へは高い反応があるが、この先のオケージョンニーズ以
外の春物は気候と価格次第と見られるため、前年以上に予想
が付かない状況である。

百貨店（営業企画担
当）

・まだセールは続くが、春物へのニーズは高く、多くの来店
が期待される。新入学や新生活での買いそろえ、買換え需要
でも、きちんとした品物へのニーズが見込まれ、高質でリー
ズナブルな商品をそろえて、期待にこたえていく。

百貨店（営業企画担
当）

・衣料品など天候に左右される面もあるが、売上が回復して
いくような力強さは感じられない。

スーパー（経営者） ・客の買物の仕方など、やや悪い状態がこのまま続く。まだ
実際には分からないが、競合店が出てくる可能性もあるの
で、悪くなる傾向もある。どちらにしろ、あまり良い状況で
はない。

スーパー（店長） ・１月からずっと節分の予約をしているが予約件数が伸び悩
んでいること、鳥インフルエンザの報道があったことから、
この先買い控え傾向に向かうのではないかという状況を考え
ると、３か月後の見通しは現状と変わらない。

スーパー（店長） ・競合店においては、集客目当ての価格がまだまだ続く。客
の購買数、単価等は上がる傾向にはあるが、小売側としては
一概に景気が上がっていくという判断はなかなか難しい。

スーパー（総務担当） ・エコカー補助金終了や家電エコポイント等の反動での売上
減は落ち着いたと思うが、昔でいうダウンやカシミヤのよう
な皆が買う、全体的な数字を底上げするヒット商品、話題の
商品がないので、非常に厳しいまま推移する。

スーパー（営業担当） ・まだ将来に対する不安感が払しょくされていない。短期的
にはやはり景気回復策が何よりも求められている。

スーパー（仕入担当） ・インフルエンザが流行すると客は外出を控えてしまう。ま
た、鳥インフルエンザの発生での風評被害が懸念される。

スーパー（仕入担当） ・今春よりまた競合店が増加する状況となっているため、当
社も含め価格での顧客囲い込みを図っているが、持久戦の様
相となっており、低価格の維持が難しくなっている。

スーパー（ネット宅配
担当）

・節分の状況を見る限りでは、ひなまつり、お彼岸、お花見
等の販売については堅調に推移すると考えられる。また、鳥
インフルエンザや宮崎の噴火の影響もあり、物価が若干上昇
することで、売上は維持できる。

コンビニ（経営者） ・３か月で固くなっていた客の財布が急に開くということは
なく、このままデフレから脱却できない状況が続く。

コンビニ（経営者） ・客観的に見て、良くなりそうな材料が見当たらない。



コンビニ（経営者） ・来客数は若干増えていく。たばこの影響が完全になくなれ
ば客単価もこのままでいく。しかし、国債の問題や住宅ロー
ン金利が上昇したりすると厳しい。

コンビニ（経営者） ・客の買物の仕方が更に賢くなり、高級品と安価な商品の使
い分けが進む結果、売上は横ばいが続く。

コンビニ（エリア担
当）

・円高、原料高も続いており、今より良くなるとは思えない
ので、変わらない。

コンビニ（商品開発担
当）

・消費が上向くような有望な施策が見えないため、消費者の
財布のひもが緩むような展望が見出せない。

衣料品専門店（経営
者）

・衣料品は必要だから買うという傾向がますます強くなって
いる。おしゃれにとか、可愛いからという衝動買いの人は非
常に少なくなり、気温などに左右されて購入する傾向が強く
なっている。

衣料品専門店（営業担
当）

・不況だと思われる昨今、年配客の財布のひもは特に固い。

家電量販店（店員） ・パソコン市場は目まぐるしい単価ダウンがない限りは変わ
らない。

乗用車販売店（経営
者）

・整備は順調に入っているが、販売があまり芳しくない。昨
年９月のエコカー補助金終了よりあまり良くない状態が続い
ている。

乗用車販売店（販売担
当）

・輸送量が年々減っているということで、運送業界の景気は
今後２～３か月もまだ良くならない。しかし、今までは節
約、我慢していたが、消費が増えてきつつあるという情報も
ある。将来的に消費、輸送量が増えていくのであれば景気は
良くなるが、現状のままだと２～３か月先も悪いままで変わ
らない。

乗用車販売店（営業担
当）

・３月の決算に向けて既に他社メーカーがＣＭ等を打ってい
るが、時期が早すぎて決算の優位性やお買い得感への印象が
薄くなっている。

乗用車販売店（総務担
当）

・今後については、不透明感が強い。客は電気自動車に興味
はあるものの、急速充電器の普及に不安があるようで、購入
に至っていない。短時間で充電できれば安心して購入できる
のではないか。今更ながら、補助金制度の恩恵が購入意欲を
鈍らしている。

住関連専門店（統括） ・良くなる要素がなく、悪い状態がこのまま進む。
その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・消費動向は慎重であり、まだまだ財布のひもが固い状況が
続いている。店頭は春物商戦であるが、まだ寒い日が続いて
いるため、これからの気候次第である。

一般レストラン（経営
者）

・材料代は上がり、物価はデフレが続く状態なので、３か月
先も今と変わらない。

一般レストラン（店
長）

・春になると良くなるのかと思いもしたが、花粉症とか、お
金もないといったところで、景気の悪い状態は変わらない。

都市型ホテル（支配
人）

・先々の販売量の動きも前年と比較して大きな変化はない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・年度末、年度初めは需要の大きいシーズンではあるが、低
価格傾向や外食離れに歯止めが掛かる様子は無く、引き続き
厳しい状況と予測される。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・先の予約状況を見る限り、宴会の客数が前年の同時期より
減っており、特に、法人宴会の客数が減少している。レスト
ラン、宿泊はこれから予約が増えてくるが、お得感のあるプ
ランを提示しないと予約が入らない。ネット等を活用して機
動的にプランを発表して集客に努めたい。

旅行代理店（従業員） ・羽田空港の国際化が本格化するのと、景気の低迷が引っぱ
り合って変わらない。

旅行代理店（従業員） ・一時の問い合わせの電話が鳴らない状況からは脱し、社内
が活気づいてきたものの、鳥インフルエンザや新燃岳の噴火
の影響で、早くも団体旅行のキャンセルが相次いでいる。

旅行代理店（営業担
当）

・新しい商品ができていないので変わらない。

タクシー運転手 ・これから先の見通しは、やはり今までと同じように一進一
退というような形で、なかなか良くなるという状況下にはな
い。

タクシー（団体役員） ・今タクシー業界は、減休車等により、供給過剰解消に努力
している。景気が明るくなる要素はなく、厳しい状況は今後
も続く。

通信会社（経営者） ・当社の持ち出しによる集合双方向化改修工事が１月より実
績が出始め、改修棟からの加入獲得を推進中である。しかし
需要が弱く、大手競合との激しい競争は今後も続く。

通信会社（営業推進担
当）

・商品や技術、制度面で目新しいものがない。世界規模のス
ポーツ大会の予定もなく、カンフル剤に該当する材料が少な
すぎるため、変わらない。

通信会社（営業担当） ・７月のデジタル放送切替までは現状維持見込みである。



通信会社（営業担当） ・地上デジタル対策も買い控え傾向にあり、保留となること
が多い。

通信会社（営業担当） ・世間が地上デジタル放送に関する周知を進めることでアン
テナ受信への転向も増えてくる。

通信会社（支店長） ・各社、学割プランを発表し、これから迎える卒業、入学、
新社会人への取り込みを含めてかなり活性化しそうである。
例年この時期が最大の商戦期となるため、例年並みの盛り上
がりを期待している。

通信会社（総務担当） ・消費税増税の検討もされているなかで、生活防衛のため、
一般消費者の財布のひもはますます固くなる。

その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・企業の予約が増加しているものの、一般来場者はいまだ横
ばい状態が続いている。

その他レジャー施設
［ホール］（支配人）

・就職率が低迷し、国際債の評価がワンランク落ち、消費税
増税も取りざたされている状況から、消費者はますます生活
防衛型となり、余暇や趣味へお金を払う意欲は落ちる。当面
この状況が変わるとは思えない。

その他レジャー施設
（経営企画担当）

・ニーズにマッチしたイベント等は集客力がある。政治の景
気への悪影響も懸念される状況だが、民間企業は客に支持さ
れる企画を提供することができれば一定の成果も期待でき
る。

その他サービス［学習
塾］（経営者）

・売上が一時下げ止まった感はあるが、今後、伸びる要因が
あまり無いので、下げ止まっただけで変わらない。

住宅販売会社（従業
員）

・購入意欲はあってもそれ以上の不安が先に立つようで、商
談に大変時間が掛かっている。この状態はもっと目新しい購
入メリットが出ない限り長引きそうである。

住宅販売会社（従業
員）

・顧客マインドに与える好材料は見当たらない。

その他住宅［住宅資
材］（営業）

・住宅エコポイントの影響もあり、とりあえず今の販売量は
維持できそうな状況である。

やや悪くなる 一般小売店［和菓子］
（経営者）

・砂糖や小麦粉など原材料の値上がりがあり、また大雪や火
山の噴火など天災による食料品などの値上がりが見込まれる
ので、し好品は厳しくなる。

一般小売店［酒類］
（経営者）

・年々販売量も減る一方で良くなるとは思えない。

一般小売店［家具］
（経営者）

・家電エコポイントももう出尽くしたようで、客の様子を見
ていても良くなる様子は全くない。

スーパー（店長） ・来客数はとりあえず前年を維持しているものの、相変わら
ず財布のひもは固く、必要最低限の買物しかしないため、買
上点数、単価共に上昇する要素がない。

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税などのニュースに生活防衛意識が強くなり、収
入が増えない限り、我慢できるものは我慢し、消費を控える
様子がうかがえるので、しばらくは停滞する。

衣料品専門店（経営
者）

・依然としてデフレスパイラルが続き、なかなか上向きを感
じられない。消費者の購買意欲も浮上しているとは思えな
い。

衣料品専門店（営業担
当）

・景気回復の兆しもみられないまま、春の実売期に突入する
が、需要がどうなのか不安である。

乗用車販売店（渉外担
当）

・新型車の効果はあるものの総販売台数は伸びず、補助金終
了後低迷が続き、４月には自賠責保険料値上げも控え、車販
売への影響は大きい。

その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・競合店が１月後半に出店したため、より厳しい対応を迫ら
れている。花粉症対策等は早めに仕掛けているが、客に来て
もらえる作戦を必死で考える必要がある。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・客の来館は昨年と変わらないが、披露宴の参加人数が減っ
ている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・ブライダルの予約業務をしているが、期近な案件の引き合
いも弱いし、なかなか数字が伸びない状況である。

旅行代理店（支店長） ・例年、３～４月は年度末または年度初を迎える企業が多い
ため、旅行の需要が下がる。今年の予約状況もやはり同じよ
うな傾向となっている。ただし、今年は４月に京都である宗
教の遠忌があるため、その分はプラスとなるが、今月と比較
するとトータルではやや悪くなる。

タクシー運転手 ・消費税の増税も取りざたされており、将来に不安があるた
め、消費意欲が回復しない。

その他レジャー施設
［スポーツ施設］（支
配人）

・円高、原油高、雇用不安の影響で、生活必需品等に関して
も安い商品を求める傾向がある。そんな状況下、レジャーな
ど手控えても日常生活にさしたる支障をきたさないものに対
しては、更に出費を抑える傾向に向かう。



その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・一部大企業を除いて中小企業の需要は大体減退しており、
これがリストラあるいは人員、給与下げといったものに結び
付きそうな様相を示している。そしてそれがまた市場に跳ね
返るという悪循環が始まっている気がしている。

その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・若年層の購買意欲が無いように感じる。商品そのものの良
いところをアピールし、廉価なものでは味わえない安心を
買ってもらえるよう、自助努力を怠りなく持続していかなけ
ればならない。

設計事務所（経営者） ・身の回りは不景気であるが、当社は３～５月まで仕事が目
一杯である。しかし、その先の仕事が全く見えない。民間の
仕事が冷え切っている中では、ホームページを整理して顧客
を準備するといった営業面の方向性をもっと考えていかなけ
ればならない。

設計事務所（所長） ・仕事量がますます減っている。業者が多くなり仕事が減っ
ている状況では景気が良くなる様子は一切見当たらない。

住宅販売会社（従業
員）

・来場者数が減っている。

悪くなる 一般小売店［家電］
（経営者）

・３月まででエコポイントが終わってしまうが、その後はど
うなるか。地上デジタル放送のアンテナ工事が多少あるにし
ても、単価的にはあまり上昇していかない。

衣料品専門店（店長） ・家電エコポイント、エコカー補助金などで昨年末から今年
に掛けて駆け込み需要により支出がなされてしまったため、
優先順位の低い衣料雑貨等に家計支出が回っていない。例年
より厳しい寒波で追い風になっているはずの実用衣料が昨年
を大きく割っている現状からすると、この状況はまだ続く。

遊園地（職員） ・燃料高騰もずっと続いており、景気回復の兆しが見えてこ
ない。

設計事務所（所長） ・本年は選挙の年となるが、新政策等、建築に対する明るさ
が見えず、逆に建築に対する要項等がますます厳しくなるの
で、良くなる要素が見当たらない。

良くなる － －
やや良くなる 出版・印刷・同関連産

業（営業担当）
・今月は１か所だけからの特需はなかったが、顧客数が増え
てきたと感じている。将来的にもこの傾向が続くのではない
かと感じている。

金属製品製造業（経営
者）

・見積、成約件数共に多くなり、残業や休日出勤が急激に増
えている。このままいけば受注金額も先行き改善されると期
待できそうである。当工業団地内もトラックの出入りが多
く、活況がある。

金属製品製造業（経営
者）

・長年の営業活動により新規取引が成立したので、受注量に
見合って良くなる。また、良くしなければならないというこ
とで努力している。

電気機械器具製造業
（経営者）

・成約には至らないものの昨年よりは引き合いが活発になっ
てきているため、売上も改善していくのではないかと期待し
ている。

輸送業（経営者） ・新学期を控え、教科書等の特需を迎える時期なので、これ
からの取扱量の増加に期待している。

広告代理店（経営者） ・これまで同業他社が受注していた案件の幾つかが、来期か
ら当社にスライドしてくるという下話を受けているため、そ
れが実現すれば、前年比でややプラスになる。

その他非製造業［商
社］（営業担当）

・来期の予算計画に対して前向きな話が多いため、やや良く
なっていく。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・実需は起きていないが、話題というか空気は感じている。
ただ、３か月で実需に至るかどうかは自信がない。

出版・印刷・同関連産
業（所長）

・２月に入ると年度末需要が見えてくるのでその動き次第で
はあるが、前年実績を超えるような案件は無いと思われるた
め、現状維持が精一杯である。

出版・印刷・同関連産
業（総務担当）

・見積依頼も、他社と比べて安くなるかどうかという内容に
なり、まだ経費を抑えたい意向がうかがえる。

化学工業（従業員） ・今年に入って原料の値上げが始まっているが、現状では製
品の値上げは無理であり、荷動きも良くなる気配はない。

プラスチック製品製造
業（経営者）

・２、３月は年度末に向けて多少、受注残が残っているが、
４月以降については全く先が見えない。

精密機械器具製造業
（経営者）

・良くなりそうになると不安材料が出てきて、まだ踊り場が
続く。

その他製造業［鞄］
（経営者）

・つい最近大所が倒産したという情報が耳に入ったが、当社
の関係する中では相変わらずの状況が続いているということ
で、特別良くなる材料や悪くなる材料はない。

建設業（経理担当） ・見積依頼は少し出始めているが、相変わらず予算が乏し
く、材料代はじわりと値上がりしているので、受注希望価格
と客の予算の差が広がっている。銀行の新規事業への貸出し
条件も厳しく、まだしばらく適正価格での受注は望めそうも
ない。

企業
動向
関連



輸送業（所長） ・家電エコポイント政策も落ち着き、全体的に荷物を動かす
要素が無い。取引先からは、原料（砂糖、小麦粉）の高騰で
値上げ前に一時的に荷が動く可能性があるが、値上げが実施
されれば悪くなると言われている。

金融業（役員） ・円高や政治の混乱等に基づき、取引先、特に中小零細企業
の受注状況が非常に厳しい。当面、この状況に大きな変化は
ない。

不動産業（経営者） ・今まで新築物件は完成前にすべて契約が埋まるのが定番で
あったが、条件の良い新築でも申込が少ない状況で、賃貸業
務は厳しい状況が続く。

広告代理店（従業員） ・当面、新規案件等の予定がないため、既存の売上が継続す
る。

社会保険労務士 ・良くなるような要因が見当たらない。
経営コンサルタント ・県内のある市の商工業実態調査にたずさわっている。経営

者たちの来年度の売上見通しは、「伸びる」「少しずつ好
転」を合わせて20％弱。「現状維持」32％、「減少」30％弱
であった。これが現場の実感であり、当面は変わりない状況
が続く。

その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・年度末に入るが、まだ広告費や映像にまで回るような要素
が見当たらない。低迷したまま変わらない。

その他サービス業［警
備］（経営者）

・現在の受注状況がしばらくは続く。

その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・新規の案件が少なく、見積依頼も少ない。新規事業を立ち
上げたが、当面の予測はつきにくいので、現状維持の状態と
なる。

その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・先行きの不透明感はかなり強く、動きが鈍い。

その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・地上デジタル化に対する動きも活発にならず、景気が変
わっていく要素が見えない状況であり、今後の展望が期待で
きない。

やや悪くなる 出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・価格競争は悪いことではないが、早く安くするには新しい
機械を入れないとできない。１社が入れると他社もという風
に競いすぎて赤字になってしまい、巻き込まれないようにと
思うと仕事が無いという状況である。

プラスチック製品製造
業（経営者）

・どこの顧客も海外生産シフトに拍車が掛かり、新企画や受
注増の期待も持てず、楽観は許されない。

金属製品製造業（経営
者）

・中国、新興国向けが現地生産化した場合、内需で生産をし
ていかなければならないが内需は少ない。円高が現状のまま
か更に進めば、大手はより海外生産を進めてしまうため、景
気が良くなるとは考えられない。

一般機械器具製造業
（経営者）

・現状、客も景気があまり良くないと思っているようで、在
庫を絞りだしている。在庫を絞ると、材料が出たらいきなり
やれということになるが、そうなると当社は受注量が少ない
上に、残業や休日出勤をしなければならない。これで良くな
るわけがない。これから先はやや悪くなる。

建設業（営業担当） ・昨年から周辺での分譲マンション計画が増え続けている
が、工事単価は非常に厳しい。仕事が無い中で支払い条件が
厳しく、状況判断に迫られる時があり、デフレ現象になって
きている。

輸送業（経営者） ・非常に景気が踊り場的な状況にあるということは報道され
ているが、現在その次の階段を上れるかどうか、判断しにく
いところである。一気に良くなるというような考え方はでき
ない。

輸送業（経営者） ・我々零細企業はこれから先どうなるのか全く分からず、廃
業したくても借金があってなかなか廃業することもできず、
倒産を待つ以外ないのかという感じである。

金融業（支店長） ・中小企業金融円滑化法により中小企業倒産は大幅に減少し
たが、問題が先送りされただけであり、業況、資金繰り改善
の兆しは見えない。

金融業（支店長） ・製造業等は受注の先行きの見通しがついていないというこ
と、取引先の財務状況がやはり悪化しているということ、中
小企業金融円滑化法に基づいて返済を猶予しているが、それ
すら返済できないという客が増えていることから、企業に
とってみるとまだまだ予断を許さない、仕事がないという状
況が今後も続くという予想がつくので、若干悪くなる。

悪くなる 繊維工業（従業員） ・原料の糸が急激に高騰、かつ不足しており、中小企業が中
心の製造業では、納期遅れや商談不成立が急増している。中
国の金余りから糸を投機の対象に買い占めが起こっており、
このままでは我が国の繊維製造業は、大きな打撃を受ける。



輸送業（総務担当） ・荷主から運賃、作業賃の値下げ要請がある。また、年度末
に掛けて出荷量が激減する一方、燃料価格が年末年始から大
幅な値上がりが続いており、今後も値上がりが続きそうであ
る。経営環境は良くなる気配が全く無い状態である。

良くなる 新聞社［求人広告］
（担当者）

・客の半分以上が新規採用を抑えていたが、ここにきて少な
い人数でも増やしていこうという動きがある。また、新しい
事業展開などの計画もあり、それに基づいて募集をしていこ
うと、２～３月の話が出るところもあるなど、動きが活発に
なっている。

やや良くなる 人材派遣会社（支店
長）

・人材を必要とする業界はあり、人材のマッチングのために
既存のメンバーのほかに、新たな人材を募集する必要があ
る。

人材派遣会社（営業担
当）

・求人数が増え、雇用が増えればやや良くなる。季節的な要
因かもしれないが、年度明けに向けた企業の動きが徐々に聞
こえてくるなか、予断は許されないが、雇用についても薄日
が差す印象がある。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・新卒採用に関する政府予算に関連して、いろんな提案要請
がありそうな気配である。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・求人数が増えてきている。

民間職業紹介機関（経
営者）

・障害者雇用の法整備に伴い、中堅企業の雇用ニーズが出て
きている。新規株式公開を目指す企業は、最優先人事マター
と位置付けている。

学校［専門学校］（教
務担当）

・政府の雇用対策（採用拡大奨励金対象求人）のためか、こ
こにきて少々ではあるが求人がある。ただし、企業からは、
ハローワークの紹介状を要求される。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・製造業では景気回復の兆しが見えつつが、他業界について
は特に変化が見えず、総体的には変わらない。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・春先にかけて新規取引需要は若干高まりそうな気配があ
る。

求人情報誌製作会社
（編集担当）

・求人数及び雇用形態、採用業種の傾向は昨年の後半からほ
ぼ同様である。今春に向けての強調材料もなく、しばらくは
この状況が続く。

職業安定所（所長） ・新規求人はわずかに増加傾向ではあるが、低い水準で推移
している。一方、求職者はあまり減っておらず、雇用情勢が
厳しいことに変わりはない。新卒者の内定状況も改善されて
おらず、景気が良くなるとの感触は得られていない。

職業安定所（職員） ・大学生の就職内定状況が調査開始以来最低を記録し、極め
て厳しい状況にあるが、政府の施策で各種奨励金を充実させ
たことにより、新卒求人は増加傾向にある。一般求人も１月
以降は若干増加傾向になっている。新規求職者数が増加に転
じなければ、有効求人倍率は改善していく。

職業安定所（職員） ・受注量の増加から雇用調整助成金の申請は減少傾向にある
が、大きな変化はない。

職業安定所（職員） ・求人数が増えず変化がない状況なので、今後就職者が今よ
りも増えるということは予想されない。

民間職業紹介機関（経
営者）

・国内需要が全く伸びていない状態で、海外の状況は一部東
南アジア系、中国含めやや安定しているようだが、国内需要
が冷え込んでそのままになっている状況なので、まだしばら
くは良くならない。

民間職業紹介機関（職
員）

・景気状況、企業業績等の安定感が高まってきており、心理
的な改善傾向が見られる。この動きは少し継続していく。

学校［専修学校］（就
職担当）

・2012年３月卒業生向きの求人依頼は、昨年採用予定確認状
況と変化はなく、厳しさは変わらない。

やや悪くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・求人数は微増だが、雇用条件等が低下してきている。その
ため、労働市場全体的で考えると景気は低迷している。ま
た、派遣市場はコンプライアンス面から直接雇用への切替え
等が発生しており、派遣労働者総数は減少していく。

人材派遣会社（支店
長）

・自由化業務満了に伴う契約終了が今年も相次ぐが、埋める
材料となる引き合いや見込みが少ない。

人材派遣会社（営業担
当）

・簡単な事務や製造拠点等を海外へ移す計画を進めていると
いう企業が増えてきている。今後の国内の雇用に不安を感じ
る。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・採用環境が大きく変わり、企業にとって人材を選ぶことが
厳しくなっている。全体的な求人件数の増加に伴い、採用コ
ストも増加する傾向が出てくる。その流れに乗れない中小企
業は、採用活動がコスト面で制限されることで採用が進まな
い可能性がある。

職業安定所（職員） ・一般、パート、契約社員の求人数も若干減少していく。
悪くなる ○ ○

雇用
関連


